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新
温
泉
町
石
橋
か
ら
青
下
地
区
を
結
ぶ
、「
青
下
花
口
線
」（
延
長
約
２
㌔
）
が
開

通
し
、
11
月
15
日
（
日
）、
青
下
地
区
側
の
町
道
内
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
岡
本
英
樹
町
長
、
谷
公
一
衆
議
院
議
員
、
上
田
良
介

県
議
会
議
員
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
郷
土
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
、
新
し
い

道
路
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
、
従
来
の
町
道
「
田
中

青
下
線
」
が
青
下
地
区
へ
の
唯
一
の
進

入
路
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
幅
員
が

狭
く
、
急
勾
配
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
冬
季
の
積
雪
・
凍
結
時
に
車
両
な

ど
の
通
行
が
困
難
で
、
緊
急
車
両
等
の

通
行
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、
平
成
７
年
か
ら
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
兵
庫
県

が
代
行
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。

　

式
典
で
は
、
岡
本
町
長
が
「
青
下
地

区
か
ら
公
立
浜
坂
病
院
ま
で
の
所
要
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、住
民
の
安
全
・

安
心
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
四
季

を
通
じ
て
都
市
部
と
の
交
流
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
４
地
域

岸  田

田  中

石  橋

青  下

町道  青
下花口線　延長＝

2,000㍍、幅員＝
5.5㍍

県道　
　岸田諸寄線

県道　
　若桜湯村温泉線

町道　田中青下線
（青下花口線旧道）

●上山高原ふるさと館

●奥八田小学校

●青下ふるさと体験ハウス

町道
　田中畑ヶ平線

奥谷橋

栃山橋

三谷橋

猪谷橋

 

町
道
「
青
下
花
口
線
」
が
開
通

区 　 　 間：起点／新温泉町石橋字宮ノ下モ 458 番地 1
　 　 　 　　終点／新温泉町岸田字前田 2622 番 1
延 　 　 長：約２．０km
車 　 　 線：２車線
幅 　 　 員：５．５ｍ　全幅７．０ｍ
事 業 期 間：平成 7 年度～平成 21 年度
事 業 費：約 27 億円
道 路 区 分：３種４級
設 計 速 度：30km/ 時
主な構造物：三谷橋　L=41.0m
　 　 　 　　猪谷橋　L=93.0m
　 　 　 　　栃山橋　L=30.1m
　 　 　 　　奥谷橋　L=58.0m

◆事業概要
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工
事
見
学
会
を
実
施

　

平
成
20
年
11
月
25
日
（
火
）
に
は
、

地
元
の
奥
八
田
小
学
校
の
全
校
児
童
34

人
に
よ
る
工
事
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
見
学
会
で
は
、
新
温
泉
土
木
事

務
所
の
職
員
が
工
事
の
説
明
な
ど
を
行

い
、
児
童
ら
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
20
年
後
の
自
分
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
埋
設
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

積
雪
時
の
除
雪
対
応
に
つ
い
て

　

田
中
地
区
か
ら
青
下
地
区
の
除
雪
に

つ
い
て
は
、
町
道
青
下
花
口
線
の
開
通

に
伴
い
、
積
雪
時
に
は
新
設
道
路
の
除

雪
を
優
先
し
ま
す
。
町
道
田
中
青
下
線

（
旧
道
）
の
田
中
地
区
上
の
消
雪
終
点

箇
所
か
ら
青
下
の
新
道
交
差
点
ま
で
の

除
雪
に
つ
い
て
は
、
春
の
除
雪
と
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
県
民
局　

新
温
泉
土
木
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

　

新
温
泉
町
役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

H21（2009）.12.10

広報しんおんせん（12月号）

町道「青下花口線」開通

で
組
織
す
る
石
橋
青
下
バ
イ
パ
ス
促
進

委
員
会
会
長
の
小
畑
和
之
・
青
下
区
長

は
「
開
通
に
よ
り
、
緊
急
時
に
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
大
型
バ
ス

の
乗
り
入
れ
も
可
能
と
な
り
、
他
地
域

と
の
交
流
促
進
が
期
待
で
き
る
。
地
区

の
発
展
に
夢
を
与
え
て
く
れ
る
道
路
で

あ
り
、
広
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
の
自
転
車
愛
好
家

に
よ
る
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
「
ハ
ー
ト

ビ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
自
転
車
レ
ー
ス
や
、
青
下
婦
人
会

傘
踊
り
、
岸
田
さ
え
も
ん
踊
り
、
海
上

傘
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
新
し
い
道
路
の
完
成
を
盛
大
に
祝

い
ま
し
た
。

自
然
環
境
へ
の
配
慮

　

町
道
「
青
下
花
口
線
」
は
、
山
岳
部

を
ル
ー
ト
と
し
て
い
る
た
め
、
大
面
積

の
切
土
法
面
が
発
生
し
、
大
量
の
伐
採

木
が
発
生
し
ま
し
た
。
伐
採
木
な
ど
を

破
砕
し
法
面
の
緑
化
材
と
し
て
有
効
利

用
す
る
と
と
も
に
、
法
面
を
緑
化
し
ま

し
た
。
早
期
緑
化
を
図
り
、
数
十
年
後

に
は
従
来
の
草
木
で
覆
わ
れ
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

▲愛好家らによる自転車レース

▲岸田さえもん踊り▲海上傘踊り

▲青下婦人会傘踊り
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新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
、
こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
改
善
や
学
習

意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
各
学
校
に
お

け
る
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

規
模
や
児
童
数
等
に
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
表
は
致
し
ま
せ
ん
。

学
力
調
査
の
結
果

【
小
学
校　

国
語
】

　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
は
良
好
で
、

話
の
組
み
立
て
を
工
夫
す
る
こ
と
は
お

お
む
ね
良
好
で
す
。「
書
く
こ
と
」
の
文

の
内
容
に
合
っ
た
小
見
出
し
や
正
し
い

順
序
で
選
ぶ
こ
と
は
特
に
良
好
で
す
。

し
か
し
、
調
べ
た
内
容
や
分
か
っ
た
こ

と
を
書
く
こ
と
が
弱
い
よ
う
で
す
。「
読

む
こ
と
」
で
は
、
読
ん
で
必
要
な
内
容

を
と
ら
え
る
こ
と
は
良
好
で
す
。

　

小
学
校
第
６
学
年
と
中
学
校
第
３
学
年
を
対
象
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
全
国
一
斉
に
始
ま
っ
た
全
国
学
力
・
学
習
調
査
は
、

３
年
目
を
迎
え
、
平
成
21
年
度
は
４
月
21
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
８
月
12
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
各
学
校
が
、
各
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度　

新
温
泉
町
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

か
し
、
四
則
の
混
合
計
算
で
は
、
式
の

優
先
順
位
の
理
解
が
十
分
で
は
な
く
、

計
算
の
決
ま
り
を
正
し
く
理
解
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
高
さ
が
三

角
形
の
外
に
あ
る
面
積
を
求
め
る
問
題

で
は
、
高
さ
を
見
つ
け
立
式
す
る
こ
と

が
苦
手
で
す
。
ど
こ
が
高
さ
な
の
か
具

体
的
に
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

算
数
Ｂ
の
グ
ラ
フ
か
ら
数
量
を
読
み

取
っ
た
り
変
化
の
様
子
を
と
ら
え
る
問

題
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
良
好
で
す
。

し
か
し
、
実
験
の
結
果
か
ら
筋
道
を
立

て
て
考
え
た
り
、
必
要
な
情
報
を
選
択

し
求
め
方
を
式
に
表
し
た
り
す
る
こ
と

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

実
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
解
い
た

り
、
操
作
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、
実
感
を
と
も
な
っ
て
理

解
す
る
学
習
活
動
が
重
要
で
す
。

【
中
学
校　

国
語
】

　

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
に
つ

い
て
は
お
お
む
ね
良
好
で
す
。た
だ
し
、

進
ん
で
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
面

で
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
読

書
に
つ
い
て
は
、
学
校
外
で
の
読
書
時

間
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
「
話
す
・
聞
く
こ
と
」
の
基
礎
的
な

力
は
良
好
で
す
。
し
か
し
、
適
切
な
表

現
で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
の

で
き
な
い
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
語
彙

の
量
が
減
少
気
味
で
、
当
た
り
前
と
思

わ
れ
る
語
で
も
意
味
を
理
解
し
、
適
切

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
傾
向
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
読
む
能
力
」
で
は
、
話
の
展
開
を

と
ら
え
、
提
示
さ
れ
た
選
択
肢
か
ら
解

答
を
選
ぶ
こ
と
は
多
く
の
生
徒
が
で
き

て
い
ま
す
。た
だ
し
、行
間
を
読
み
取
っ

た
り
、
短
歌
や
古
文
の
内
容
を
的
確
に

理
解
す
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
「
言
語
に
関
す
る
知
識
・
理
解
・
技
能
」

に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
や
漢

字
の
基
礎
的
な
力
、
特
に
読
み
は
よ
く

で
き
て
い
ま
す
が
、
紛
ら
わ
し
い
漢
字

に
な
る
と
正
答
率
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
定
の
制
限
の
も
と
に
論

旨
の
整
っ
た
文
章
を
書
く
機
会
を
多
く

設
け
る
こ
と
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

た
り
発
言
さ
せ
た
り
、
議
論
す
る
経
験

を
も
っ
と
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
言
語
事
項
」
は
、
漢
字
を
正
し
く

読
み
書
き
す
る
こ
と
は
良
好
で
す
。「
国

語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
は
課
題

が
あ
り
、
読
む
、
話
す
、
聞
く
、
言
語

事
項
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
お
お
む

ね
良
好
で
す
。

　

全
体
的
に
は
、知
識
の
「
書
く
こ
と
」

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
は
良
好
で

す
が
、
活
用
の
「
書
く
こ
と
」
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。
問
題
に
沿
っ
て
み
て
自

分
の
考
え
を
書
き
、
内
容
を
理
解
し
な

が
ら
読
む
こ
と
に
努
力
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、目
的（
課
題
）に
応
じ
て「
読

む
」、「
書
く
」、「
話
す
・
聞
く
」
の
習

慣
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
々

継
続
し
て
や
り
通
し
て
い
く
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
の
国
語
の
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
小
学
校　

算
数
】

　

算
数
Ａ
の
基
礎
基
本
を
問
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
す
。
し
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基
づ
い
て
証
明
す
る
こ
と
等
に
は
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

数
量
関
係
で
は
、
情
報
を
分
類
整
理

す
る
こ
と
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
す
。

比
例
定
数
の
意
味
の
理
解
、
反
比
例
の

関
係
の
理
解
、
反
比
例
の
関
係
を
式
に

表
す
こ
と
に
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

学
習
・
生
活
状
況
調
査
の
結
果

【
小
学
校　

学
習
・
生
活
状
況
調
査
】

　

家
庭
生
活
に
お
い
て
は
、
多
数
の
児

童
の
起
床
・
就
寝
時
刻
は
安
定
し
て
お

り
、朝
食
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム

の
時
間
が
２
時
間
を
超
え
、
読
書
や
家

庭
学
習
な
ど
、
課
外
時
間
や
余
暇
の
過

ご
し
方
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
は
半
数
近
く

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

自
己
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
多
く
の

児
童
が
難
し
い
こ
と
で
も
挑
戦
し
、
物

事
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
嬉
し
か
っ

た
体
験
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
や
学
習
に
関
す
る
こ
と
で

は
、
多
く
の
児
童
が
友
だ
ち
に
会
う
こ

と
を
楽
し
み
に
し
、
好
き
な
教
科
を
持

ち
、
学
習
す
る
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ

し
て
い
ま
す
。発
表
す
る
機
会
が
多
く
、

意
欲
を
も
っ
て
主
体
的
に
授
業
に
臨
む

児
童
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
社
会
に
関
す
る
こ
と
で
は
、

多
く
の
児
童
が
地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
い
る
反
面
、
社
会
の
出
来
事
や
地
域

の
歴
史
・
自
然
へ
の
関
心
は
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
観
点
で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
と
そ
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
面
で
は
、
学
校
の
き
ま

り
や
友
だ
ち
と
の
約
束
を
守
っ
て
い
る

と
多
く
の
児
童
が
答
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
い
さ
つ
も
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が

し
て
お
り
、
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に

は
進
ん
で
助
け
る
と
答
え
て
い
る
児
童

が
多
く
、
思
い
や
り
と
優
し
さ
に
あ
ふ

れ
た
児
童
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

【
中
学
校　

学
習
・
生
活
状
況
調
査
】

　

家
庭
生
活
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
生
徒
が

多
く
い
ま
す
。朝
食
に
つ
い
て
は
、普
段
、

家
の
人
と
一
緒
に
食
べ
て
い
な
い
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
夕
食
は
一
緒
に

食
べ
て
い
ま
す
。
家
庭
学
習
が
習
慣
化

さ
れ
て
い
な
い
生
徒
、
平
日
で
も
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
時
間
が

２
時
間
を
超
え
る
生
徒
も
多
く
、
家
庭

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
時
間
が
長

く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
良
好
で
す
。
好
き
な
授
業
や
学
校

で
友
達
に
会
う
こ
と
で
学
校
生
活
が
楽

し
い
と
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま

す
。
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
を
発
表

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
話
し
合
い
活

動
を
よ
く
行
っ
て
い
る
と
多
く
の
生
徒

が
答
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
や
地
域
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や

自
然
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
生
徒
は
少

な
い
で
す
が
、
お
お
む
ね
地
域
行
事
に

は
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
失
敗
を

恐
れ
な
い
で
挑
戦
し
、
自
分
に
は
良
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
将
来
の
夢
や
目
標
を

持
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。

　

人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
人
の
気

持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
、
人

の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。

　

学
習
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
に
つ

い
て
は
、
国
語
学
習
は
将
来
に
役
に

立
つ
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま

す
。
数
学
に
つ
い
て
は
、
数
学
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
生
徒
は
多

く
い
ま
す
が
、
授
業
で
学
習
し
た
こ
と

が
将
来
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
生
徒

は
、
意
外
と
少
な
い
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

【
中
学
校　

数
学
】

　

数
学
Ａ
（
知
識
）
に
つ
い
て
は
、
お

お
む
ね
良
好
で
す
。
特
に
「
数
と
式
」

や
「
図
形
」
の
領
域
で
は
理
解
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

数
学
Ｂ
（
活
用
）
も
、
お
お
む
ね
良

好
で
す
が
、
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

に
課
題
が
あ
り
ま
す「
数
学
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
で
は
、
数
学
の
勉
強
は

大
切
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

多
く
の
生
徒
が
思
っ
て
い
ま
す
。

　

図
形
の
問
題
で
は
、
２
つ
の
三
角
形

が
合
同
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
際
に

必
要
な
辺
や
角
の
相
当
関
係
を
指
摘
す

る
こ
と
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
す
。
し

か
し
、
証
明
の
意
義
の
理
解
、
方
針
に▲小学校での授業風景
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新
温
泉
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
・
人
権
問
題
の
解
消
に
向
け
、
行
政
、
町
人

権
教
育
協
議
会
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
人
権
教
育
啓
発
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で
、『
障
害
者
』
の
『
害
』

と
い
う
文
字
が
負
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
漢
字
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
改

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。既
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

人
権
啓
発
推
進
条
例
を
制
定
し
て
い
る
本
町
に
お
い
て
も
、
人
権
を
尊
重
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
22
年
1
月
1
日
よ
り
次
の
と
お
り
取
り
扱
い
を
改
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
『
障
が
い
』
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
差
別
解
消
へ
の
契
機
と
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

変
更
の
理
由

　

町
で
は
『
害
』
と
い
う
漢
字
の
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
差
別
・
偏
見
を
助

長
す
る
考
え
方
を
、
別
の
言
葉
で
表
現

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
ま
た
、
障
が
い
者
の
人
権
を
一
層

尊
重
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
や
人

の
状
態
を
表
す
場
合
に
お
い
て『
障
害
』

を
『
障
が
い
』
と
表
記
し
ま
す
。

表
記
の
変
更

　

町
で
は
、
従
来
『
障
害
』
と
表
記
し

て
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
公
文
書
、
広

報
等
に
お
い
て
可
能
な
も
の
か
ら
、
法

律
名
、
団
体
名
等
、
固
有
の
名
称
を
除

き
、
次
の
と
お
り
表
記
し
ま
す
。

①
従
来
、『
障
害
者
』
と
し
て
表
記
し

て
き
た
、人
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
、

　
　
　
　

↓

　
『
障
が
い
の
あ
る
人
』『
障
が
い
の
あ

る
方
』『
障
が
い
者
』
と
表
記
し
ま
す
。

例
障
が
い
者
福
祉
、
障
が
い
児
福
祉
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か

②
人
の
状
態
を
表
す
場
合
の
『
障
害
』

は
、『
害
』
を
『
が
い
』
と
ひ
ら
が

な
表
記
し
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
か
ら 

　

『
障
が
い
』
へ
表
記
を
変
更
し
ま
す

第
35
回
兵
庫
県
「
と
も
し

び
の
賞
」
受
賞
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
湯
の
田
村
勉
さ
ん
が
、
11

月
26
日
（
木
）
兵
庫
県
立
美
術
館
（
神

戸
市
）
に
お
い
て
、第
35
回
兵
庫
県
「
と

も
し
び
の
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
元

音
楽
団
体
な
ど
で
歌
唱
指
導
に
取
り
組

み
、
音
楽
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
温
泉
文
化
協
会
の
設
立

に
尽
力
し
、
同
協
会
会
長
と
し
て
会
員

の
成
果
発
表
の
場
で
あ
る
観
月
会
を
開

催
す
る
な
ど
地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興

と
普
及
に
貢
献
し
、
地
域
文
化
の
向
上

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
23
名
（
団
体
含
む
）
の
方

が
受
賞
し
、
授
賞
式
で
は
、
井
戸
知
事

が
一
人
ひ
と
り
に
直
接
賞
状
を
手
渡
さ

れ
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

例
障
が
い
程
度
、
障
が
い
種
別
、
重
度

障
が
い
ほ
か

※
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
請
書
、

チ
ラ
シ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
在
庫
が

な
く
な
り
新
た
に
作
成
す
る
と
き
に

表
記
の
変
更
を
し
ま
す
。

適
用
除
外

①
法
令
（
法
律
、政
令
、省
令
、告
示
）、

条
例
、
規
則
、
要
綱
、
告
示
等
の
名

称
例
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
障
害
者
自
立

支
援
法
ほ
か

②
法
令
、
条
例
等
で
規
定
さ
れ
て
い
る

用
語
、
制
度
・
事
業
等
の
名
称

例
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
相

談
員
ほ
か

③
関
係
団
体
・
施
設
等
の
固
有
名
称

例
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
ほ
か

④
人
や
人
の
状
態
を
表
さ
な
い
も
の

例
障
害
物
、
交
通
上
の
障
害
ほ
か

⑤
そ
の
他
ひ
ら
が
な
表
記
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
も
の

例
肝
機
能
障
害
（
医
療
用
語
）、
本
町

に
著
作
権
の
属
さ
な
い
も
の
（
ビ
デ

オ
・
本
作
品
名
な
ど
）
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

▲田村勉さん
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地
デ
ジ
を
見
る
に
は

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
に
な
る

に
は
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
へ
の
買
い
換

え
や
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
接
続
す
る
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
電
気
店
等
に
ご
相

談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

新
温
泉
町
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
の
香
住
中
継
局
と
浜
坂
中
継
局
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
始
ま
り
、
戸
別
ア
ン
テ
ナ
で
直
接
受
信
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
波
の
弱
い
所
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
は
見
ら
れ
て
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
戸
別
ア
ン

テ
ナ
で
直
接
受
信
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
る
か
早
め

に
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
地
デ
ジ
へ
の
対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

（11 月 25 日現在）
優先
順位 対象者 接種開始

予定日 接種回数

優 先 接 種
対象者

1
基礎疾患を有する者（透析患者を
重点に）及び妊婦（保存剤を含む
製剤の接種希望者）

11 月 2 日～

妊婦は１回
基礎疾患を有する者は１回接種とするが、著
しく免疫が抑制されている者は医師と相談の
上２回接種としても差し支えない

2
基礎疾患を有する者（最優先）及
び妊婦（保存剤を含まない製剤の
接種希望者）

11 月 16 日～

3 基礎疾患を有する者（その他） 12 月 4 日～ １回

4
１歳から小学校３年生の相当する
年齢の小児

12 月４日～ ２回

5 １歳未満の小児の保護者 12 月下旬 １回

そ の 他 の
対象者

6
小学校４～６年生、中学生、高校
生に相当する年齢

12 月下旬
13 歳未満は２回
中高生は当面２回とするが今後変更の可能性
あり

高齢者（65 歳以上） １月以降 １回
※ 16 歳未満の接種には保護者の同伴が必要ですが、中学生については保護者の確実な同意・十分な予診を行う

ことにより保護者の同伴を伴わずに接種することが出来るようになりました。その場合、予診票に保護者の署
名が必要です。予診票は、予約医療機関、温泉保健福祉センター「すこやか～に」、健康課にありますので事前
に記入し当日医療機関に提出してください。

◆問い合わせ　健康課　健康推進係　℡（０７９６）９９ ‐ ２９４０

送信
場所 放送事業者 周波数 リモコン

番号

香美町

ＮＨＫ総合 22 チャンネル   1
ＮＨＫ教育 13 チャンネル   2
毎日放送 16 チャンネル   4
朝日放送 15 チャンネル   6
関西テレビ放送 17 チャンネル   8
讀賣テレビ放送 14 チャンネル 10
サンテレビジョン 26 チャンネル   3

送信
場所 放送事業者 周波数 リモコン

番号

芦屋

（城山）

ＮＨＫ総合 32 チャンネル   1
ＮＨＫ教育 30 チャンネル   2
毎日放送 40 チャンネル   4
朝日放送 38 チャンネル   6
関西テレビ放送 42 チャンネル   8
讀賣テレビ放送 36 チャンネル 10
サンテレビジョン 34 チャンネル   3

◆新型インフルエンザワクチン接種スケジュールのお知らせ

▼地上デジタル放送の周波数（浜坂中継局）

▼地上デジタル放送の周波数（香住中継局）
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◆温泉地域簡易水道 １ヵ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 暫定料金 改定料金

（平成 22 年 3 月 31 日まで）（平成 22 年 4 月 1 日～
平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 10 1,470 10 1,570 10 1,680 
20 20 2,940 20 3,150 20 3,360 
25 40 5,880 40 6,300 40 6,720 
30 60 8,820 60 9,450 60 10,080 
40 90 13,230 90 14,170 90 15,120 
50 200 29,400 200 31,500 200 33,600 
75 400 58,800 400 63,000 400 67,200 

超過料金 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 500 500 500
１㎥につき
平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日

【計算式の例】口径 13 ｍｍで、35㎥使用した場合
1,570 円＋ 25㎥× 157 円＝ 5,495 円（5,490 円請求　10 円未満切捨）

平
成
22
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
変
り
ま
す

　

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

平
成
20
年
10
月
の
水
道
料
金
審
議
会
に
よ
り
、
水
道
料
金
は
平
成
21
年
４
月
、
平

成
22
年
４
月
、
平
成
23
年
４
月
の
段
階
的
料
金
改
定
を
行
な
う
答
申
が
行
な
わ
れ
、

平
成
20
年
12
月
議
会
で
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
４
月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
水
道
料
金
を
改
定
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
、
水
道
事
業
経
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆浜坂上水道 １ヵ月につき税込み金額（単位：円）
現 行 料 金 暫定料金 改定料金

（平成 22 年 3 月 31 日まで）（平成 22 年 4 月 1 日～
平成 23 年 3 月 31 日）

（平成 23 年 4 月 1 日～）

口径 
( ｍｍ )

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

基本水量 
（㎥）

基本料金 
（円）

専 
用 
給 
水 
栓

13 10 1,680 10 1,680 10 1,680 
20 20 3,360 20 3,360 20 3,360 
25 40 6,720 40 6,720 40 6,720 
30 60 10,080 60 10,080 60 10,080 
40 90 15,120 90 15,120 90 15,120 
50 200 33,600 200 33,600 200 33,600 
75 400 67,200 400 67,200 400 67,200 

超過料金 147 157 168
１㎥につき
臨時給水 500 500 500
１㎥につき
平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日

【計算式の例】口径 13 ｍｍで 35㎥使用した場合
1,680 円＋ 25㎥× 157 円＝ 5,605 円（5,600 円請求   10 円未満切捨）

―問い合わせ―
上下水道課

℡（0796）82-3114
温泉総合支所　産業建設課

℡（0796）92-1131 ㈹

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

12月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

12月24日（木） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

12月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

12月17日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071
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広報しんおんせん（12月号）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

丹土防火水槽設置
工事

丹土
耐震性防火水槽設置工事
V=40㎥　1 基

6,562,500
平成 21 年 10 月 21 日～
　平成 22 年 3 月 19 日

㈲坂本建材土木

171-1005
夜長水路復旧工事

岸田
コンクリートブロック積　A=48㎡
ポリエチレン角型水路　L=7m

2,872,500
平成 21 年 10 月 21 日～
　平成 22 年 3 月 19 日

㈲山村工務店

町道諸寄第 34 号線
道路修繕工事

諸寄

法面工
　モルタル吹付工　A=2,426㎡
　切土法面整形　A=190㎡
護岸工
　コンクリート被覆工　L=15m

22,680,000
平成 21 年 10 月 22 日～
　平成 22 年 3 月 25 日

株本建設工業㈱

町道浜坂清富線他 25
路線消雪点検整備工事

浜坂地域
消雪点検整備工事　25 路線
L=7,273m

2,793,000
平成 21 年 10 月 22 日～
　平成 22 年 3 月 26 日

山陰道路㈱

青下花口線側溝改
良工事

石橋
施工延長　L=813m
U 型側溝　L=681m
自由勾配側溝　L=132m

28,875,000
平成 21 年 10 月 23 日～
　平成 22 年 3 月 25 日

赤坂土建㈱

基幹作業道亀谷線
開設工事

藤尾
施工延長　L=1,500m
W=2.5 ～ 3.0m

19,215,000
平成 21 年 10 月 27 日～
　平成 22 年 2 月 26 日

㈱重機建設水田組

奥八田小学校旧幼
稚園舎解体等工事

石橋
旧幼稚園舎解体、渡り廊下解体、
フェンス設置等外構工事　1 式

12,075,000
平成 21 年 11 月 9 日～
　平成 21 年 12 月 21 日

山村建設工業㈲

新温泉町クリーン
センター灰出し設
備改造工事

田井
クリーンセンター焼却
施設灰出し設備の乾式
化改造工事　1 式

21,840,000
平成 21 年 11 月 9 日～
　平成 22 年 3 月 31 日

虹技㈱

夢ホール改修工事 湯
防水改修、スチールサッシ
改修、エアハンドリングユ
ニット外装取替工事　1 式

11,004,000
平成 21 年 11 月 10 日～
　平成 22 年 1 月 29 日

㈱山根工務店

和田地区防火水槽
新設工事

和田
耐震性防火水槽設置工事
V=40㎥　1 基

7,350,000
平成 21 年 11 月 10 日～
　平成 22 年 2 月 7 日

㈱岸本工務店

細田稲負谷線他消
雪点検工事

湯
消雪点検整備工事　5 路線
L=2,740m

3,307,500
平成 21 年 11 月 10 日～
　平成 22 年 3 月 25 日

㈲山下土建

千原旧国道線他消
雪点検工事

千原、千谷、
石橋

消雪点検整備工事　3 路線
L=1,539m

3,139,500
平成 21 年 11 月 10 日～
　平成 22 年 3 月 25 日

尾﨑建設㈱

町道芦屋第 1 号線
道路修繕工事

芦屋

土工　1 式
法面工
　モルタル吹付け工　A=875㎡
　落石防護柵　A=1,435㎡
　転落防止柵工　L=98m

23,625,000
平成 21 年 11 月 10 日～
　平成 22 年 3 月 30 日

株本建設工業㈱

（平成 21年 10月 16日～平成 21年 11月 15日契約分）
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加藤文太郎
記念図書館

「12月のおすすめの本」
ご案内

Ｑ人生って？
よしもと　ばなな　著／幻冬社

恋や仕事や子育て、そして人間関係な
ど生きることすべてにストレスを感じ
て苦しんでいませんか？眠れない夜や、
どん底で一人ぼっちだと思うとき、あな
たの心にそっと寄り添ってくれる、よし
もとばななの癒しのＱ＆Ａをどうぞ！

中学んとき
久保寺　健彦　著／角川書店

とにかく自信はないのに自意識過剰で
エネルギーだけはマグマのように溢れ
ていて…。中３男子とは人生史上最も
スケベでカッコ悪くて、どうしようも
ない。痛々しくて、バカみたいだけれど、
愛すべき４人の中３男子をリアルに描
いた思春期男子小説！？

クリックしたら、こうなった
多田　文明　著／メディアファクトリー

あなたの携帯やパソコンに怪しいメー
ルが届いていませんか？クリックする
だけで、何でもできるインターネット
の世界には様々な罠が仕掛けられてい
ます。具体的な被害例と対処の体験談
を挙げた、ぜひ読んでほしい一冊。

ひとりでお弁当を作ろう
多賀　正子　著／共同通信社

香川県の小学校で始めた「弁当の日」
が日本全国に広がっています。それは
子どもが自分でお弁当作りの体験をす
る日。この本ではご飯の炊き方からお
かずの詰め方まで写真とイラストで丁
寧に紹介しています。楽しみながらチャ
レンジしてみてください。

イーノとダイジョブのクリスマス  サンタさんになったよ
さこ　ももみ　作／講談社

イーノとダイジョブは双子のきょうだ
い。森の仲間たちにクリスマスプレゼ
ントを作りました。だけど一人だけ忘
れていた人がいておおさわぎに…。大
切な人たちの幸せを願うやさしい気持
ちがいっぱいの、とびきりかわいいク
リスマスの絵本。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『かさじぞう』他
◆と 　き　12月26日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　　   
映画『フレンドリー・バニー・マイロ』
◆と 　き　12月26日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　フランス生まれのかわい
　　　　　い子ウサギマイロの冒険
　　　　　アニメ

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊年末年始は 12 月 28 日（月）～

1 月 3 日（日）の期間が休館日と
なります。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（12月号） 10

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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―

冬
を
快
適
に
過
ご
す
た
め―

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
も
本
格
的
な
降
雪
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
春
に
な
れ
ば
融
け
る
雪
と
は
い

え
、
住
民
生
活
の
切
実
な
問
題
で
す
。
降
積
雪
時
に
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

雪
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
気
象
情
報
等
に
十
分
注
意
し
、
大
雪

警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◇
降
積
雪
時
は
、
な
る
べ
く
マ
イ
カ
ー

の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
降
積
雪
時
は
、
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
や

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

◇
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◇
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
水
道

水
を
融
雪
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
敷
地
内
な
ど
の

除
雪
作
業
中
は
、
転
落
事
故
や
小
型

除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
が
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
活
道
路
や
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、

防
火
水
槽
、
用
水
路
付
近
の
除
排
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に

は
、健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
町
及
び
新
温
泉
土
木
事
務
所
は
、

積
雪
時
の
円
滑
な
交
通
確
保
と
住
民
の

安
心
安
全
な
生
活
の
た
め
、
幹
線
道
路

等
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。除
雪
作
業
は
、

夜
も
明
け
な
い
早
朝
か
ら
の
出
動
や
悪

天
候
の
中
で
の
作
業
な
ど
、
大
変
な
苦

労
と
危
険
を
伴
い
ま
す
。
事
故
が
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
除
雪
作
業
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の

で
、路
上
駐
車
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

②
電
線
類
の
垂
れ
下
が
り
や
樹
木
の
倒

伏
な
ど
が
な
い
よ
う
に
固
定
、
伐
採

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
側
溝
上
な
ど
に
、
不
法
な
占
有
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
道
路
沿
い
の
電
気
柵
な
ど
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
消
火
栓
に
は
目
印
と
な
る
赤
い
旗
等

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
排
雪
場
所
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
排
雪
場
所
が
な
け
れ
ば
除
雪
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
道
路
沿
い
の
ご
家

庭
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑦
除
雪
作
業
は
主
要
路
線
や
バ
ス
路
線

を
優
先
し
ま
す
。
除
雪
対
象
路
線
で

あ
っ
て
も
早
朝
作
業
に
遅
延
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

路
上
駐
車
、
不
法
な
占
用
物
や
道
路

沿
い
の
電
気
柵
な
ど
未
撤
去
の
場
合
は

破
損
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
際
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
撤
去
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

【
町
道
除
雪
】

　

新
温
泉
町
役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

【
国
道
１
７
８
号
・
県
道
除
雪
】

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
保
全
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

▼
作
り
方

①
煮
干
し
で
だ
し
を
取
り
、
い
ち
ょ
う

切
り
に
し
た
大
根
、
人
参
、
輪
切
り

に
し
た
ご
ぼ
う
、
里
い
も
、
薄
く
四

角
に
切
っ
た
油
揚
げ
、
こ
ん
に
ゃ
く

を
一
緒
に
煮
る
。

②
酒
粕
を
溶
か
し
て
入
れ
、
み
そ
で
味

付
け
を
す
る
。
最
後
に
細
か
く
切
っ

た
ね
ぎ
を
散
ら
す
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
粕
汁

◆材料（４人分）
・大根・・・・・・40㌘
・人参・・・・・・20㌘
・ごぼう・・・・・20㌘
・里いも・・・ 2 ～ 3 個
・こんにゃく・・ 1/2 枚
・油揚げ・・・・・ 1 枚
・酒粕・・・・・・ 40㌘
・みそ・・・・ 大さじ 2
・煮干し・・・・・ 適量
・青ねぎ・・・・・ 1 本
※鮭や塩さばを入れると

一層おいしくなります
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21 年 11 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（12月号）

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇受 付 期 間　平成 21 年 12 月 10 日（木）～ 18 日（金）
◇面 接 日 時　平成 21 年 12 月 25 日（金）午後 4 時から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

平成 21 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアースタッフ

不問
750 ～ 1,000

事務員 800 ～ 1,000
宅配業務 1,000
販売店員 750 ～ 1,000

㈱隆栄水産 鮮魚出荷 不問 750 ～ 850
北兵庫代行 運転手 不問 800 ～ 1,000
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,000
㈲エフエムエル
サービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,500
㈱ E-STAFF 接客 不問 900 ～ 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 730 ～ 1,000
サラダ館浜坂店 贈答品販売員 不問 800

（温泉地域）
㈱寿荘 客室係 不問 750 ～ 1,500

洗浄係 720 ～ 1,000
㈱朝野家 調理補助 不問 750
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000
㈱井筒屋 案内係 不問 1,000

客室係パート 1,200

㈱たむら
接客及び
厨房補助 不問 750 ～ 800
調理スタッフ

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 135 ～ 182
㈱岡坂組 土木作業員 不問 208 ～ 232
水田建設㈱ 土木作業員 不問 198 ～ 225
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 220
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚 不問 126 ～ 149
浜美屋食品㈱ 事務員 59 以下 145 ～ 180
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300

調理師 不問 150 ～ 300
㈱隆栄水産 鮮魚出荷 不問 170 ～ 200
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193
㈱リフティングブ
レーン鳥取営業所 製造 不問 167

（温泉地域）
㈱寿荘 客室係 59 以下 176 ～ 220
全但タクシー㈱ 自動車運転手 不問 122 ～ 127
森田歯科医院 歯科受付・ア

シスタント 不問 130 ～ 165
㈱みよしや旅館 客室係 61 以下 205 ～ 245

㈱井筒屋
インターネ
ット専任係 60 以下 147 ～ 188
客室係 231 ～ 256

㈱マルワフーズ
渡辺水産 一般事務 64 以下 130 ～ 180
㈱たむら 接客スタッフ 不問 140 ～ 300
沢田医院 看護師 40 以下 200 ～ 250
医療社団法人　
古澤クリニック 介護福祉士 59 以下 135 ～ 145

富士綜合警備保障㈱
機動パトロール
及び機械警備員 18 ～ 40 150 ～ 200
警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
営業 64 以下 150 ～ 200

㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40 以下 135 ～ 170

職　種 採用人員 職 務 内 容 賃  金  等 配  属  先 応募資格等 採 用 期 間 勤  務  時  間  等

ジオパーク
調査補助員 １名

調査補助並び
に館運営業務
の補助業務

日額
6,400 円

ジオパーク館
（企画課）

満 60 歳未満
平成 22 年 1 月 4 日～
平成 22 年 3 月 31 日

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分

（土・日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

事務員 １名
一般事務の
補助業務

日額
6,400 円 商工観光課 満 60 歳未満

平成 22 年 1 月 4 日～
平成 22 年 3 月 31 日

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分
社会保険・雇用保険加入

事務員 2 名 一般事務の
補助業務

日額
6,400 円

税務課 満 60 歳未満
平成 22 年 1 月 18 日～
平成 22 年 3 月 31 日

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分

事務員 １名 一般事務の
補助業務

日額
6,400 円

総務課 満 60 歳未満
平成 22 年 2 月 1 日～
平成 22 年 3 月 31 日

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分
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農
業
委
員
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№
46―

改
正
農
地
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

広報しんおんせん（12月号）

　

今
年
の
通
常
国
会
で
制
定
さ
れ
た
農
地
法
等
改
正
法
が
12
月
中
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
改
正
法
は
、
わ
が
国
の
食
料
供
給
（
自
給
）
力
の
強
化
を

目
指
し
、
そ
の
基
礎
的
な
資
源
で
あ
る
農
地
等
を
確
保
し
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
転
用
規
制
が
厳
格
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
貸
借
規
制
の
緩
和
に
よ
っ
て
広

く
農
業
参
入
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
す
。

▼
農
地
取
得
の
際
の
下
限
面
積
を
緩
和

し
、
町
内
一
律
30
㌃
に
設
定

　

農
地
を
取
得
す
る
際
の
下
限
面
積
に

つ
い
て
は
、改
正
法
の
施
行
日
以
降
は
、

こ
れ
ま
で
都
道
府
県
知
事
が
定
め
て
い

た
別
段
の
面
積
は
失
効
し
ま
す
の
で
、

原
則
ど
お
り
の
下
限
面
積
（
50
㌃
）
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
兵
庫
県
知
事
が
定
め
た
現
在
の

下
限
面
積
（
温
泉
地
域
30
㌃
・
浜
坂
地

域
40
㌃
）
を
維
持
す
る
か
、
変
更
す
る

に
は
農
業
委
員
会
で
新
た
に
別
段
の
面

積
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
現
状
を
み
る
と
、
高
齢
兼
業

化
、
担
い
手
の
不
足
な
ど
に
よ
り
農
地

の
遊
休
化
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
下

限
面
積
要
件
の
原
則
の
面
積
を
弾
力
化

し
て
新
規
就
農
等
を
促
進
し
な
け
れ

ば
、
農
地
の
保
全
及
び
有
効
利
用
が
図

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
浜
坂
地
域
で
設
定

し
て
い
る
下
限
面
積
40
㌃
を
温
泉
地
域

と
同
じ
く
30
㌃
に
一
本
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
等
が
農
地
を
保
有

し
や
す
く
な
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

農
地
の
有
効
活
用
、
遊
休
農
地
の
解
消

促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
農
地
相
続
等
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す

　

改
正
農
地
法
施
行
日
以
降
、
相
続
等

に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
農
地
が
所
在
す
る
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
用
と
な
り
ま
す
。

◇
届
出
を
要
す
る
者

・
農
地
法
の
許
可
を
要
さ
ず
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
者

・
相
続
、
遺
産
分
割

・
時
効
取
得

・
法
人
の
合
併
、
分
割
な
ど

▼
賃
借
料
情
報
の
提
供

　

標
準
小
作
料
制
度
は
、
今
回
の
改
正

法
の
施
行
に
よ
り
廃
止
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
が
農
地
の
賃
借
契
約
の
目

安
と
し
て
提
供
す
る
賃
借
料
情
報
に
つ

い
て
、
改
正
農
地
法
の
施
行
後
に
お
い

て
は
、
農
業
委
員
会
は
、
地
域
に
お
け

る
賃
借
料
等
の
動
向
の
収
集
・
提
供
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
改
正
農
地
法
施
行
後
の
賃
借
料
は
、

当
分
の
間
、
現
在
の
標
準
小
作
料
と

同
じ
く
10
㌃
当
り
８
千
円
と
し
ま
す
。

▼
標
準
小
作
料
制
度
の
廃
止
へ
の
対
応

　

標
準
小
作
料
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、

町
の
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」
の
中

で
、
賃
借
の
額
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

金
額
で
な
く
、「
標
準
小
作
料
に
準
ず

る
」
等
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
改
正
農
地
法
施
行
以
降
は
根
拠

を
失
い
、
効
力
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、「
標
準
小
作
料
に
準
ず
る
」

等
と
す
る
賃
借
契
約
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
間
で
、
賃
借
料
情
報
を
も
と
に
、

次
年
度
以
降
の
賃
借
料
を
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡
大

　

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
農
地
を

適
正
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
に
、
貸

借
を
解
除
で
き
る
旨
の
条
件
が
付
さ
れ

た
契
約
で
、
地
域
の
他
の
農
業
者
と
の

適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
、
農
業
経
営

を
断
続
的
・
安
定
的
に
行
う
と
見
込
ま

れ
る

①
農
作
業
常
時
従
事
者
以
外
の
個
人

②
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
（
業
務

執
行
役
員
の
う
ち
１
人
以
上
の
者
が

耕
作
等
の
事
業
に
常
時
従
事
）

に
も
途
が
開
か
れ
ま
し
た
。

※
平
成
21
年
12
月
改
正
農
地
法
施
行
後

の
適
用
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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くまの芋初出荷
　熊谷地区を中心に特産品として栽培されている焼酎加
工用の「くまの芋」の出荷が 11 月 19 日（木）、新温泉
町井土で行われました。
　「くまの芋」は熱帯地方原産のヤマノイモの一種で、
粘り気が強く風味が良い反面、寒さに弱く保存が難しい
のが特徴です。平成 19 年からは焼酎の原料として「く
まの芋」を活用しようと、明石市の酒造会社に出荷し「熊
の湯たんぽ」として販売しています。この日は、生産農
家２戸がくまの芋を持ち込み、600㌔が出荷されました。

春来新そば祭り
　新そばの収穫を祝うとともに、日ごろの感謝を込めて、
11 月 15 日（日）、春来のそば処「てっぺん」で「新そ
ば祭り」が開催されました。
　「てっぺん」の開店記念日である 11 月 11 日前後に毎
年行われているまつりで、今年で創業 10 周年。この日
を境に収穫したばかりの新そばに切り替えて来場者に提
供しています。会場では、地元で採れたの農産物やつき
たてのもちが販売されたほか、子ども向けのヨーヨー釣
りやソバの実を両手ですくい取るイベントなどが行わ
れ、にぎわいをみせていました。

シイタケの植菌体験
　上山高原で育った天然の原木を利用してシイタケの菌
を植える「シイタケの植菌体験」が、11 月 29 日（日）、
上山高原ふるさと館で行われ、約 20 人が参加しました。
　参加者らは、まずドリルを使って原木に穴を開け、シ
イタケの菌を金づちを使って植え付けていき、約 300
本の原木に植菌を行いました。上山高原エコミュージア
ムでは、これまでに約 3,000 本の原木に植菌し、シイ
タケの栽培を行っており、収穫したシイタケを乾燥して
販売しています。

日本海の冬の味覚、松葉ガニををＰＲする「第 22 回
浜坂みなとカニ祭り」（同実行委員会主催）が、11 月
22 日（日）浜坂漁港セリ市場で開催されました。

今年は好天にも恵まれ、京阪神などから過去最多の約
3 万人が訪れ、冬の味覚を楽しみました。会場では先着
2,000 人にあつあつのカニ汁が無料で振る舞われたほ
か、「カニソムリエ」が活きた松葉ガニをまるごと調理
する味わいコーナーが人気を集めていました。また、カ
ニ釣り大会など、多彩なイベントが繰り広げられました。

浜坂みなとカニ祭り

H21（2009）.12.10

広報しんおんせん（12月号）
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　　　　　　　上山霧ヶ滝もみじマラソン

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（12月号）

　11 月 1 日（日）、青下公民館前をスタート地点とし
て「第 19 回上山霧ヶ滝もみじマラソン大会」（同実行
委員会主催）が開催されました。
　今年は開通を目前に控えた「町道青下花口線」を舞台
に行われ、約 250 人の参加者が紅葉の中、健脚を競い
ました。競技後には地元住民らによる手作りのおにぎり
やきのこ汁が振る舞われました。

新温泉町恒久平和祈念式

ＪＲ浜坂駅山陰海岸ジオパーク写真展示

　11 月 8 日（日）、県立但馬牧場公園でソーセージ作
り教室が行われ、親子連れなど 22 人が参加しました。
　参加者のほとんどはソーセージ作りが初めてで、ス
タッフの指導を受けながら、わきあいあいと楽しそうに
ひき肉に塩やスパイスなどをボールに入れて混ぜ、腸詰
めを行いました。参加者らは、空気が入ったりするなど
慣れない作業に悪戦苦闘していましたが、時間がたつに
つれ手際よく詰められるようになり、おいしそうなソー
セージが出来上がりました。

ソーセージ作り教室

　11 月 11 日（水）、夢ホールで「恒久平和祈念式」を
開催し、戦没者の遺族ら約 250 人が参加しました。
　式では、「恒久平和の町」宣言を発表した後、黙とう
や献花などにより戦没者の冥福を祈りました。引き続き

「平和の集い」が行われ、平和の歌と平和祈念作文が発
表されました。このうち浜坂東小学校 6 年生の中木智
絵さんは、学校で学習した原爆ドームを例にあげ「核兵
器を世界からなくし、平和の大切さを訴える人類共通の
記念碑としてずっと残していくべきだ」と訴えました。

　世界ジオパークの国内候補地として選ばれた山陰海岸
の素晴らしさを知ってもらおうと、ＪＲ浜坂駅の待合室
にエリア内の見どころを写した写真 7 点が 11 月 12 日

（木）、新たに展示されました。
　これまでに穴見海岸や竜宮洞門など「浜坂の海岸」を
テーマとした写真を展示しており、今回、鳥取砂丘や但
馬御火浦の写真などが追加され、計 14 点を展示していま
す。写真を撮影した下雅意敏さんは「写真を見てもらい
地域に良い印象をもっていただければ」と話していました。
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第
５
回
新
温
泉
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

新
温
泉
町
の
四
季 

わ
が
町
再
発
見
写
真
展

　

新
温
泉
町
の
恵
ま
れ
た
季
節
感
漂
う

色
彩
豊
か
な
風
土
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
５
回
新
温

泉
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
入
賞
作
品
36
点
と

応
募
作
品
の
一
部
、
計
56
点
を
「
新
温

泉
町
の
四
季　

わ
が
町
再
発
見
写
真

展
」
と
し
て
、
展
示
し
ま
す
。

【
作
品
展
】

▼
と
き　

12
月
12
日（
土
）～
23
日（
水
）

※
最
終
日
は
正
午
ま
で　

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.12.10

ご
案
内

広報しんおんせん（12月号）

八田コミュニティセンター
「盆栽・山野草展」

◇と　き　　12 月 12 日（土）～ 13 日（日）

　　　　　　午前９時～午後４時 30 分

　　　　　　※最終日は午後４時まで

◇ところ　　八田コミュニティセンター

◇内　容　　町内で活躍されている皆さんの盆

　　　　　　栽や山野草の作品を展示

◇展示数　　約 35 点

◇入場料　　無料

―問い合わせ―
八田コミュニティセンター

℡（０７９６）９３ ‐ ０８８８

【
表
彰
式
】

▼
と
き　

12
月
23
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

【
写
真
教
室
】

▼
と
き　

12
月
23
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
講
師　

写
真
家　

池
本
喜
巳　

先
生

▼
そ
の
他　

写
真
教
室
は
、
表
彰
式
の

あ
と
に
選
評
を
か
ね
て
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年 

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
の
成
人
式
ご
案
内

　

平
成
22
年
ふ
る
さ
と
の
成
人
式
は
、

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
～
（
受
付
：
正
午
～
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
新
温
泉
町
湯
９
９
０
‐
８
）

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
写

真
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本
町

に
住
所
の
あ
る
方
及
び
本
町
出
身
者

の
方

▼
案
内
状
の
送
付　

平
成
21
年
10
月
１

日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に

対
象
者
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
町
外
に
住
所
異
動
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９ ▲平成 21 年成人式の様子
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H21（2009）.12.10

Ｒロ
ｏッ
ｃク
ｋ
・
Ｔ
ｈザ
ｅ
・ 

Ｆフ
ｕュ
ｔー
ｕチャ
ｒー
ｅ
開
催
の
ご
案
内

　

地
元
高
校
生
等
に
よ
る
バ
ン
ド
ラ
イ

ブ
「
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｆ
ｕ
ｔ

ｕ
ｒ
ｅ　

☆
て
ぃ
～
ん
え
い
じ
ら
い

ぶ
’

09
☆
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
音
楽
活
動
を
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
に
発
表
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
・

文
化
芸
術
の
活
性
化
を
目
的
に
、
夢

ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
が
企
画
し
た
事
業
で
す
。

▼
と
き　

12
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
（
開
場
：
午
後
１
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
バ
ン
ド

①
Ｐ
．
Ｔ
．
Ａ
！
（
新
温
泉
町
）

②
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
（
養
父
市
）

③
岩
田
バ
ン
ド
（
多
可
町
）

④
の
ぼ
る
（
新
温
泉
町
）

⑤
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ（
香
美
町
）

⑥
ｌ
ｅ
ｔ
ｏ
ｕ
ｔ　

ｂ
ｏ
ｙ
（
香
美
町
）

⑦
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
⑨
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
（
香
美
町
）

▼
入
場
券　

５
０
０
円
（
当
日
受
付
）

▼
問
い
合
わ
せ　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
事
務
局　

温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
図
書
整
理
に
よ
る
休
館

　

次
の
期
間
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間

　

平
成
22
年
１
月
21
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　

31
日
（
日
）

長
期
休
館
に
伴
う
貸
出

冊
数
の
変
更
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
お
よ
び
特
別
図
書
整
理
の

長
期
休
館
に
伴
い
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
次
の

と
お
り
貸
出
冊
数
を
変
更
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
21
年
12
月
14
日
（
月
）

　

～
平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）

▼
貸
出
冊
数　

10
冊
（
通
常
は
５
冊
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と

持
込
み
の
休
業
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
12
月
30
日
（
水
）
～
１
月

３
日
（
日
）
の
間
、
ご
み
の
収
集
と
ご

み
の
持
込
み
は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
が
変
更

と
な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
の

で
、
い
き
い
き
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た

お
知
ら
せ

は
、ご
み
収
集
計
画
表
を
確
認
の
う
え
、

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
５
７
１

聴
覚
障
が
い
者
対
象 

　

パ
ソ
コ
ン
相
談
会

▼
と
き　

平
成
22
年
１
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

※
要
予
約
、
１
人
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
対
象　

但
馬
地
域
内
に
お
住
ま
い
の

聴
覚
障
が
い
者

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作

方
法
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）、
文
字

入
力
方
法
、
ビ
ラ
や
あ
い
さ
つ
ハ
ガ

キ
作
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
８
０
０
８

◇浜坂地域

Ｂコース
（水曜・土曜燃えるごみ収集の地区）

（年末）12 月 28 日（月）
燃えるごみを収集

（年始）    １月  4 日（月）
燃えるごみを収集

※Ａコースはごみの収集日に変更はありません。
◇温泉地域

地区名 品　目 変更前 変更後
宮 脇、 内 山、 越 坂、
海上、前、石橋、田中、
岸田、青下

燃えるごみ 12 月 30 日（水）12 月 29 日（火）

※上記以外の地区については変更ありません。
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固
定
資
産
税
の
現
況
を
変
更
し
た

場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　

固
定
資
産
税
（
土
地
、
家
屋
）
は
、

毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
未
登
記
物
件

の
現
況
把
握
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
21
年
１
月
１
日

～
12
月
31
日
の
期
間
に
、
表
内
の
①
～

③
の
状
況
が
起
こ
っ
た
場
合
、
状
況
に

対
応
し
た
届
出
書
類
を
提
出
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
、
現
況

と
異
な
っ
た
地
目
と
し
て
土
地
が
課
税

さ
れ
た
り
、
所
有
し
て
い
な
い
建
物
に

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
登
記
済
み
の
土
地
・
家
屋
に
つ
き
ま

し
て
は
、
所
有
権
移
転
ま
た
は
滅
失

登
記
等
の
登
記
日
が
基
準
に
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で

に
登
記
が
完
了
し
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
お
け
る

対
象
疾
患
の
追
加
に
つ
い
て

　

難
病
患
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
疾
患
が
追

加
さ
れ
ま
す
。

▼
追
加
さ
れ
る
対
象
疾
患
名

①
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害

②
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ホ
モ
接
合
体
）

③
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

④
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

⑤
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

⑥
肥
大
型
心
筋
症

⑦
拘
束
型
心
筋
症

⑧
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

⑨
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症
（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）

⑩
重
症
多
形
滲
出
性
紅
斑
（
急
性
期
）

⑪
黄
色
靱
帯
骨
化
症　

※
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
前
述
の
対

象
疾
患
と
診
断
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

国
が
定
め
る
認
定
基
準
を
満
た
す
程

度
の
症
状
及
び
所
見
が
必
要
で
す
。

※
⑪
の
疾
患
に
限
り
、
平
成
21
年
12
月

中
に
窓
口
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

有
効
期
間
の
始
期
を
最
大
で
平
成
21

年
10
月
１
日
に
遡
り
ま
す
。
た
だ
し
、

認
定
基
準
を
み
た
す
こ
と
と
な
っ
た
日

が
、
平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
で
あ

る
場
合
は
、
始
期
は
認
定
基
準
を
み

た
す
こ
と
と
な
っ
た
日
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
ら
れ
る
「
老
齢
基
礎

年
金
」の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

も
し
も
の
と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め

に
、
金
融
機
関
等
の
預
（
貯
）
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
引

き
落
と
し
す
る
「
口
座
振
替
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
月
末
振
替
・
６
ヵ
月
前
納
・

１
年
前
納
に
よ
る
割
引
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
住
ま
い
を
管
轄
す
る

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
・

引
き
落
と
し
に
か
か
る
手
数
料
は
不
要

で
す
。

▼状況及び届出書類一覧表
状況 届出書類

①土地の台帳地目と現在の地目状
況が異なっている場合 現況地目相違申告書

②未登記の住宅・倉庫等の家屋の
所有者を変更した場合

未登記家屋納税義務
者変更届

③未登記の家屋を取り壊した場合
家屋取壊等届出書（21 年中に取り壊した登記家屋の滅

失登記をしていない場合も含む）

夢ネット・インターネット体験広場を開催

◇と 　 き　　12 月 22 日（火）午前 10 時～
◇と こ ろ　　町民センター　第 3 会議室
◇参 加 料　　無料
◇募集人員　　10 名（定員になり次第締め切り）
　　　　　　　※パソコンは主催者で用意します

―問い合わせ―
ケーブルテレビ事業室

℡（０７９６）９９ ‐ ２０８０
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▼
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

○
振
替
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。（
当
月
末
・
６
ヵ
月

前
納
・
１
年
前
納
）

○
保
険
料
を
納
め
に
い
く
手
間
や
時
間

が
省
け
ま
す
。

○
納
付
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

○
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
く
確

実
で
す
。（
た
だ
し
、
残
高
不
足
の

場
合
は
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
せ
ん
） 

▼
申
し
込
み
方
法

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申

出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
新
温

泉
町
役
場
健
康
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
住
民
福
祉
課
、
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
時
に
は
、
年

金
手
帳
等
の
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
預
（
貯
）

金
通
帳
の
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

「
第
11
回
夢
ホ
ー
ル
歌
声

広
場
」
参
加
者
募
集

　

こ
の
大
会
は
10
年
以
上
続
い
て
い
る

大
会
で
、
遠
く
は
京
阪
神
か
ら
の
参
加

者
な
ど
、
毎
年
80
人
近
い
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
家
が
集
ま
り
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

▼
と
き

【
予
選
大
会
】

　

平
成
22
年
２
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

【
決
勝
大
会
】

　

平
成
22
年
３
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
資
格　

高
校
生
以
上

▼
参
加
料　

３
千
円

▼
募
集
人
員　

約
80
人

　
　
　
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
22
年
１
月
15
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
事
務
局　

温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

平成 22 年度入園児童募集
（認定こども園、ふれあいセンターゆめっこランド）

◇申 込 期 間　12 月 14 日（月）～ 24 日（木）
◇募集する園

【町立】　・浜坂認定こども園（℡ 82- １３６０）
　　　　・大庭認定こども園（℡ 82- １２３９）
　　　　・ふれあいセンターゆめっこランド
　　　　　　　　　　　　　　（℡ 92- １０９５）

【私立】　・明星認定こども園（℡ 82- ４８３１）
◇受入基準及び入園手続き

◇申し込み先　現在の通園先又は入園希望の各園
　　　　　　　で行います。（申込書は各園にあり
　　　　　　　ます）４・５歳児は長時間児（保
　　　　　　　育園）または短時間児を（幼稚園）
　　　　　　　選択することになります。
　　　　　　　それぞれ申込書が異なりますので、
　　　　　　　申し込みの際に希望の申込書（幼
　　　　　　　稚園または保育園）をお申し出く
　　　　　　　ださい。
◇入園対象児童

【保育園】保護者が就労、妊娠中、病気、家族の
　　　　  介護などの理由により家庭で保育がで
　　　　  きない児童

【幼稚園】平成 16 年４月２日～平成 18 年４月１
　　　　  日に生まれた児童
◇保 育 料

【保育園】保護者（祖父母が生計の中心となる場合
　　　　  は、祖父母も含む）の課税状況により、
　　　　  区分した保育料を毎月徴収します。（保
　　　　  育料の決定のため、源泉徴収票等課税
　　　　  状況がわかる書類を必ず添付してくだ
　　　　  さい。）

【幼稚園】１万円（給食費含む）

―問い合わせ―
福祉課　こども未来係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２０
または、各園

３歳児以下 保育園児 保育園の入園手続きを行う

４・５歳児

長時間児
（保育園）

保育園の入園手続きを行う

短時間児
（幼稚園）

幼稚園の入園手続きを行う

募　

集
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美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋

大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）

受
付　

午
前
８
時
15
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
、
香
美
町
、
美
方

郡
文
化
協
会
連
絡
協
議
会
、
神
戸
新

聞
社

▼
参
加
対
象

　

美
方
郡
内
の
小
学
生
以
上

▼
部
門

①
囲
碁
の
部　

Ａ
級
（
４
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
初
～
３
段
）、
Ｃ
級
（
１
級

以
下
）

②
将
棋
の
部　

Ａ
級
（
初
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
１
級
以
下
）、
Ｃ
級
（
小
中

学
生
）

▼
参
加
費
（
弁
当
代
等
）

◇
一
般　
　
　

１
２
０
０
円

◇
小
中
学
生　
　

６
０
０
円

▼
募
集
期
限　

12
月
24
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

「
第
５
回
新
温
泉
町
新
春
書
き

初
め
展
」
出
展
作
品
募
集

▼
作
品
展
示　

平
成
22
年
１
月
16
日

（
土
）
～
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
募
集
要
項

・
作
品
の
内
容
、
大
き
さ
は
自
由

・
出
展
数
は
、
一
人
一
点

・
作
品
は
軸
装
、
額
装
、
仮
巻
等
（
仮

巻
の
必
要
な
方
は
公
民
館
で
貸
し
出

し
し
ま
す
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
22
年
１
月
12
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

正
月
飾
り
作
り
体
験
「
か
ど
ま
つ

と
し
め
縄
作
り
」
参
加
者
募
集

　

お
正
月
に
備
え
て
し
め
縄
と
門
松
を

作
り
ま
す
。
し
め
縄
ま
た
は
門
松
だ
け

の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
23
日
（
水
）

◇
し
め
な
わ
体
験　

午
前
９
時
10
分
～

11
時
30
分

◇
か
ど
ま
つ
体
験　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

各
体
験
ご
と
に
、
大
人　

９
０
０
円
、
小
中
学
生　

６
０
０
円

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▼
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

「
基
礎
過
程
」
受
講
生
募
集

▼
と
き　

平
成
22
年
１
月
16
日
～
３
月

６
日
（
毎
週
土
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
全
８
回

▼
と
こ
ろ　

八
鹿
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
対
象　

18
歳
以
上
の
方
で
、
受
講
終

了
後
要
約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
活
動

で
き
る
方

▼
募
集
人
員　

20
人

▼
内
容　

難
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、聴
覚
障
が
い
の
基
礎
知
識
、

聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
、
要
約
筆
記

の
基
礎
知
識
、
筆
記
実
習
な
ど

▼
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
兵
庫
県
難
聴
者
福
祉

協
会
、
兵
庫
県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

連
絡
協
議
会

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
１
０
５
０
円
が
必
要
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
22
年
１
月
６
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
８
０
５
‐
４
１
７
５

テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｎ

但
馬
ド
ー
ム
参
加
者
募
集

【
一
般
の
部
】

◇
と
き　

平
成
22
年
１
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

◇
対
象　

18
歳
以
上

◇
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料　

１
千
円

【
高
校
生
以
下
の
部
】

◇
と
き　

平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

◇
対
象　

高
校
生
以
下

◇
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料　

５
０
０
円

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
日
高
町
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０
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年末年始（12/29～ 1/3）の主な公共施設の営業状況

施設名
12 月 １月

29 日 30 日 31 日 1 日 2 日 3 日
火 水 木 金 土 日

ユートピア浜坂
（℡ 82-5080） 10:00 ～ 22:00 10:00 ～

21:00
13:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00

七釜温泉ゆーらく館
（℡ 83-1526） 9:00 ～ 22:00 9:00 ～

21:00
10:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00

薬師湯
（℡ 92-1081） 7:00 ～ 22:30 8:00 ～ 20:00

浜坂先人記念館「以命亭」
（℡ 82-4490） 休み

浜坂海岸レクリエー
ションセンター

（℡ 82-0932）
休み

リフレッシュパークゆむら
（℡ 92-2002） 10:00 ～ 20:00 10:00 ～

18:00 10:00 ～ 20:00

夢千代館
（℡ 99-2300） 9:00 ～ 18:00

健康公園
（℡ 92-1713） 9:00 ～ 18:00

ログハウスカナダ
（℡ 92-2777） 満室

但馬牧場公園
（℡ 92-2641） 9:00 ～ 17:00

杜氏館
（℡ 92-2000） 9:00 ～ 18:00

上山高原ふるさと館
（℡ 99-4600） 休み 9:00 ～

17:00
八田コミュニティセンター

（おもしろ昆虫化石館）
（℡ 93-0888）

休み

山陰海岸ジオパーク館
（℡ 82-5222） 休み

ワンニャン夢ハウス
（℡ 92-3010） 8:00 ～ 18:00

クリーンセンター
（℡ 82-1571）

9:00 ～
16:00 休み

リサイクルセンター
（℡ 82-4860）

9:00 ～
16:00 休み

美西浄化センター
（℡ 82-1662） 休み

（注１）役場・温泉総合支所など上記以外の公共施設は、年末年始（12/29 ～ 1/3）が休みとなります。
（注２）ごみの収集は、各戸配布の「ごみ収集計画書またはいきいき生活カレンダー」で確認してください。
　　　（本紙 17㌻に関連記事を掲載しています）

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】




